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同じ化学式で表されるが結晶構造が異なる物質のことを結晶多形という．結晶構造が異なること

により，物質の性質は大きく異なる例が多い．ダイヤモンドと炭素はその良い例である．ある環

境において融点が高く溶解度が小さいものを安定形といい，安定形に比べて化学ポテンシャルが

高いために融点が低く溶解度が大きいものを準安定形という．医薬品となる有機低分子化合物も

結晶多形を有しているものが多く，多形の違いにより，安定性，溶解性，バイオアベイラビリテ

ィ（薬剤としての作用を示す指標），製剤特性など薬剤として極めて重要な性質が異なる．どの結

晶多形が薬剤として適しているのかの判断が必要なため，薬剤を開発する際にはまず網羅的に多

形スクリーニングを行い，医薬品候補化合物を選択する．品質管理の点から，薬剤としては物質

安定性に優れた多形を選択するのが一般的であるが，“より良く早く効く薬の開発”を考えると準

安定形が持つ優れた溶解性やバイオアベイラビリティの応用は魅力的である．一方で，準安定形

は結晶化制御が困難で 100%純度のものが得にくいという問題点や，安定性が低く経時に伴い安定

形に相転移してしまうなどの問題点があるため，製剤化において準安定形が選ばれるためには安

定性の問題を解決しなければならない．いずれにしても存在しうる結晶多形の評価は必須であり，

準安定形の結晶化制御技術，そして準安定形の安定性向上技術が求められている 1． 

我々のグループではこれまでに，“高い安定性を有する準安定形結晶”を作る技術を開発してき

た．その基本コンセプトは，非平衡な条件において素早く核形成を促して準安定形のみを得，そ

の後結晶成長に適した低過飽和条件（新たな結晶核は発生しないが，既に存在する結晶が少しず

つ成長できる環境）を整えて所望の結晶形を育てるというものであり，結晶成長の基礎に基づい

ている．本発表では，このコンセプトを実現するために開発してきたフェムト秒レーザーや超音

波技術，ポリマー表面を用いた結晶化技術などの一連を紹介する． 
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